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　Hugh Walpole, John Galsworthy 等によって紹介された「海の抒情詩人Conrad」の名称は，
一連の海洋物語である‘'The Nigger of the Narcissus”C1897),“Ｙｏｕth”(1902),“Ｔｙｐｈｏｏｎ”(1903)
及びエッセイ蔓“The Mirror of the Ｓｅａ”(1906)等には適用出来るとしても，その名称で他のす
べてのConradの作品を説明しようとすることは先ず不可能といえよう．文明世界とまったく隔絶
されたボルネオの僻隅やアフリカの未開地で，“moral integrity”を失って崩壊して行く「文明人」
の姿を，我々ぱAlmayer's Folly” (1895)や“An Outcast of the Islands” (1896)や“Heart
of Darkness" (1899)等に於いて観察してきたし，また不図したことから“human　solidarity”の
冒治者と化したConradのhero達が，如何に辛苦して「賄罪」の生涯に献身したかを“Lord Jim”
（1900）や“Under Western Eyes” （1910）.等に於いて味読してきた．私はこの小論で，そうした
Conradのもうーつの姿を“Ｎｏｓtｒｏｍｏ”(1904)を中心に描いてみたいと思うのである.
　Conradが“Nostrom♂に付与した「作家のノート」から判断して，この作品は彼が若い時に聞
いた，西印度諸島かメキシコ湾ではしけー･杯の銀塊を革命騒ぎの隙に乗して唯一人で盗み出|した男
の話と，更に二十数年後にConradが偶然古木屋で発見した，その男の下で働いたことのある一水
夫の自叙伝とに取材されたものである．物語は，純粋に虚構上の国家である中米のCostaguana共
和国の西部州の町> Sulacoを舞合にした壮大な一種の革命史ともいえるものである．物語の題名
となっているNostromoとはイタリヤ語の“Nostro ｕｏｍｏ”COur Man)の明白な母音の省略か
ら出きた誂りであって，本名をGian' Battista と呼ぶイタリヤ人（りの人夫頭の渾名に由来してい
る. Nostromoは元来ゼノアの船乗りであったが, Sulacoを放浪していたのを，英国汽船会社の
Sulaco支店長Mitchellに拾われ，その勇気と豪胆と忠誠とのために今では海港付近の荷役達か
ら頭目と仰がれる地位にある．彼は「虚栄」と「名声」とを人生の最大の価値と考えており，自己
の名声高揚のためには如何なる犠牲も惜しまない男である．
　次に) Costaguanaの未来の希望を象徴するかのように，町の東方に高々と聳える峻嶮な峰々に
囲こまれた，一大銀鉱の経営者がCharles Gould である．彼の父は英国からの移住者で，富裕な
商人であったが，時の政府に銀鉱開発を強制されて失敗し，自殺した．その当時だまたま英国留学
中であったCharles Gould は，銀鉱には手･を出すなという父の遺言を無視して急遮帰国し，アメ
リカ人の財閥Holroydの援助を受けて，堅忍不抜の努力の末遂にその事業に成功したのである．
今やSan Tom6 銀鉱は，共和国の将来の繁栄と平和と幸福とを象徴するかのように莫大な銀塊を
産出けるようになり，長い隠共和国を支配してきた貧困と内乱と無秩序は終焉を告げたかに思われ
るのである．かくしでmaterial interests”（物質的利益）の追求に自|己の全信条を託したCharles
Gouldの理想主.義も，見事な開花で飾られたかに見えるのだ．事実, Charles Gouldの強烈なまで
の理想主義は，彼とまったく対称的な立場に立つパリ帰りのジャーナリストMartin Decoudの彼
の妻に対する言葉を借りれば，
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　　Don't you see, he's such an ｉｄｅａｈst‥‥‥‥Ｍｒs.GC)ｕ!d｡areyou aware to what point he
　has idealized the ｅχistence, the worth, the meaning of the San Tome mine ？ Are you
　aware of it？　……Simp】y　that　he cannot　act or exist without　idealizing　every simple
　feeling, desire, or achievement. He could not believe his own motives･if he did not make
　them first ａ part of some fairy tale. The earth ･is not quite good enough for him･l
　fear.べ2)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゝ　　　　　　　.‘
　一方Martin Decoudは世間ずれのした，聡明な，人生を道楽視しているディレッタントであ
り，｢自己の感覚上の真実以外の何物も信じない｣懐疑家である，それ故Decoudの懐疑的知性は，
Charles Gould の理想主義とは本質的に相容れない性質のものであり，両者の属する２つの世界は
まったく次元を異にする世界なのだ．というより｢聴明さ以外に何等の道徳をも認めず，情熱を義
務の位置に祭り上げている｣ようなDecoudにとって，｢理想主義という美名の下でなければ何一･
つ欲望を満たし得ないI Charles Gould は，唯嫌悪と侮蔑の対象にしか過ぎないのだ．
　物語は，陸軍大臣であるMontero兄弟がCostaguanaに軍事革命を起して政府を顛覆し，以前
から垂誕の的であったSan Ｔｏｎ！6鉱山を手中に収めようとするところから始まる．しかし銀鉱に
共和国の将来と自由主義との死活を賭けているCharles Ｇｏｕ旧は↓　もし革命軍の攻撃を受けた場
合には鉱山全体をダイナマイトで爆破する用意を整え, Monteroの申し出を断乎として拒絶する
のである．それと同時に，当時銀鉱からSulacoの港に,送,られた多数の銀塊が革命軍の手中に陥落
するのを防ぐため，それらの銀塊を海外に輸送して再挙の軍資金にしようと計画するのである．こ
の計画の遂行者はNostromoとDecoudであるが.たまたま彼等の銀塊をー杯積載したはしけが
思わぬ事故のため，航行不能となり，やっとのことで沈没を免れた２人は近くのIsabel aに辿り
着き，その小島の海浜に銀塊を埋没するのに成功するよDecoud一人をその見張役として小島に残
したＮｏｓtｒｏｍｏは，泳いでSulacoに戻るや急遮ｲ也の町に遠征している味方の将軍Barriosの軍勢
を呼び帰す使者に立ち，この大任を完うするのである．その結果，銀.鉱は救われCostaguanaには
再び平和と秩序とが甦みがえるのだ．もしこの物語がこ'のまま大団円を迎えるとすれば，600頁に
近いこの大作も唯Nostromoという超人的な人間の陳腐なI冒険物譜と化しでいただろう. Conrad
程の技巧家が，20ヶ月間も世間との交渉を絶ち寝食を忘れて成し遂げた大事業が，凡庸な英雄物語
である筈がないのだ．　　　　　　　　　　　　‘，　ダ
　最初，　　　　　　　　　　f　　　　　　　　　　･，
　　“What is wanted here is law, good faith, order, security. Any one　can declaim about
　these things･but　l pin my faith　to　°aterJal interests.　０ｎ】ylet　the　°aterial interests
　once get ａ Ｅｍ! footing, and they are bound to impose the conditions on which alone they
　can continue　to exist. That's　how　your money-making is　justified here　in the　face of
　lawlessness and disorder. It　is　justified because. the security　which it demands　must be
　shai‘ed｀゛ith an oppressed people･ Ａ better justice Ｗ川　ｃｏ“le‘afterwards. ■That's your ray
　of hopeダ(sｙ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・－
と願ったCharles Gould の期待=は成就されたであろうjか．首尾よく軍事革命は鎮圧され. San
Tome鉱山が内乱前以上に豊富な銀塊を産出するようになった時, Charles Gouldはまったく予期
せざる事態に直面するのだ．銀鉱の発展を通して, Costaguana. Iこ繁栄と秩序と平和とをもたらす
ことか，自己に課せられた役目だと公言したCharles Ｇｏｕ】dであったか，｢一旦足場を与えられた
物質的利益｣は，彼の思惑などまったく無視してグtコテスクな怪物のように途方もなく膨脹し始め
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　f●　　　●　｢るのだ．｢圧制に苦しむ民衆に安定と幸福とをもたらす｣,筈であった当の鉱山は，まったく彼の期
待を裏切ってその国の民衆に一片の幸福ももたらさないのみか，｢どんな暴君よりももっと無慈悲
に，どんな悪政よりももっと残忍｣呂L独裁的に，その偉大な発展のためには無数の人命を抹殺しよう
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と待ち構えながら」民衆の上に重々しくのしかかり始めるのだ. Mrs. Gouldに秘かに献身的愛情
を抱いている英人医師ＤrダMonyghamは，彼女に皮肉な調子でいう.
　　“There is no peace and　no rest in　the development of material　interests. They　have
　　　　　　　　　　I　/¶■their law, and thφΓjustice. But it is founded on expediency, and is inhuman ；it is without
　rectitude, without the continuity and the force that can be found only in ａ moral principleバ（4）
　しかし「物質的利益士に自己の全信念を賭けているCharles Gould には，不幸にも銀鉱が民衆
の上に吐き出しているどす黒い不吉なヴェール，即銀鉱の持つdestmctive element”（破壊的要素）
にはまったく気がつかないのだ．その点てCharles Gouldの鉱山に対する献身は娯正し難いもの
であり，完全無欠といえた．それ故例え彼がそのことに気ずいたところで，「物質的利益」からの
離脱はまったく不可能であっただろう．何故ならCharles Gould にとっ七，「物質的利益」に対す
る信仰は一種の「強迫観念」になる迄に成長していたからだ．
　一方，「物質的利益」の持つ「恐れられ，憎悪され，富裕な」本質を見抜いている彼の美しい妻
Mrs. Gould･の心は，今やその執念の鬼と化した夫から離れて行くのだ．町の人々の尊敬と愛惰と
名誉とを一身に受け，｀‘First Lady of Sulaco”と呼ばれているMrs. Gouldは，夫の心を奪った
鉱山に激しい憎悪を抱くようになる.
　　An immense desolation, the dread of her own　continued　life, descended upon the first
　lady of Sulaco. With a prophetic vision she saw herself surviving alone the degradation of
　her young　ideal of life, of　love, of work all alone　in　the　Treasure　House　of the
　world. The profound, blind･suffering expression　of ａ painful dream　settled　on her　face
　with its closed eyes. In the indistinct voice of　an unlucky　sleeper, lying passive　in the
　grip of ａ merciless nightmare, she stammered out aimlessly the words 一一 “Material
　interest.”（5）
　かくして, Charles Gouldの全信念を賭けた「物質的利益」は，･彼の期待を完全に裏切ったのみ
ならず，最愛の妻との仲に迄その不気味な陰影を投げかける結果を招くのだ．
　次に埋没した銀塊の見張りとして孤島に14f一人残されたDecoudに焦点を当ててみよう. Decoud
が効果的に使用し得る唯一の武器は，知性と情熱とであるが，何の信念もなく10日間を孤島で過す
うちに，「その知性も情熱も容易にプラシド湾の偉大な孤独のなかに呑み込まれてしまい」，孤独は
忽ちDecoudの信念を貪食し，彼自身の魂を全き不信の深淵へと投げ込むのだ．社会から完全に隔
絶され，広漠たる空と海とを相手に暮らすようになると> Decoudの皮肉と懐疑主義とは脆くも崩
壊し去り，生きる自信を喪失するのだ．その結果. Decoudは４つの銀塊を身体のおもしとして，
海上に漕ぎ出したボートの中でピストル自殺を遂げ，千古の謎を秘めたプラシド湾の海底にその身
体を横たえたのだ. Decoudを死に追いやった間接的な原因は，勿論彼の信念のみならず肉体をも
焼き尽すような寂寞たる孤独であり，彼のすべての人生観か拠って立つ知的懐疑主義の敗北であろ
うが，直接的な原因はあの埋匿した銀塊であったのだ. Conradは簡潔な言葉でそのことを指摘し
ている.
　　Ａ victim of the disillusioned weariness which is the retribution meted out to intellectual
　audacity, the brilliant Don Martin Decoud, weighted by the bars of San Tom6 silver,
　disappeared without ａ trace, swallowed up in the immense indifference of t･hings,（6）
　Ｎｏstｒｏｍｏの場合はどうか．彼の偉大な功績により平和と秩序とがSulacoに回復されレ新共和
国が繁栄の道を歩み始めた時, Nostromoは今では海底に沈んだものと世間が考えているあの秘密
の銀塊の亡霊の奴隷と化し，それによって富を造ることに腐心するようになるのだ．そのために今
迄勇猛果敢であったＮｏstｒｏｍｏも，次第に臆病卑屈な人間に変ってしまう．常時きらきら輝く宝
物の亡霊がNostoromo の眼前に現われ，まるで悪性の腫瘍のように彼の生活を食い尽し，熱病の
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ようにそれを焼き尽すのだ．その結果, Nostoromoは心の平和を失い，彼の実直な性格は損なわ
れるのだ．この性格の破綻こそが彼の悲惨な破滅を招くのだ.
　Isabel島に燈台が建設されるや, Nostromoは埋蔵してある銀塊を盗み出しに頻繁に島を訪れる
のを人々に怪しまれないようにするため, Mitchell支店長に頼んで養父ともいうべきGiorgioを
その燈台守にしてもらう．ところか> NostromoはGiorgioの２人の娘のうち，長女のLindaと
婚約したにも抱らず妹のGiselleと恋仲になってしまうのだ．銀塊の幻影に憑かれたＮｏstｒｏｍｏは
Giselle　と駈落ちすることも出来ず，宝物を盗み出しに島を訪れる度毎に彼女と密会していたが，
たまたま　Giorgioは娘と密会中のＮｏstrｏｍｏをGiselleに横恋慕している,人夫頭と間違えて射
殺してしまう．かくして今やＮｏstｒｏｍｏは，不法な銀塊の忠実･な終生の奴隷として，樹木に深々
と覆われた銀塊の埋没地点に永遠に身体を横たえることになったのだ. NostromoもまたDecoud
と同様銀塊の救出に生命を賭し，その結果当の銀塊によって死を招くのだ．銀塊はGould夫妻の
みならず, DecoudやNostromoの上にもその不吉なヴ４.－ル奇投げかけるのだ．
　ここに到って我々ぱＮｏstrｏｍｏ”の真の主役はNostromoでも　DecoudでもCharles Gould
でもなく，彼が全生涯を賭けて闘発したSan Tom 6 silver mine －一つまり銀鉱の象徴している
　「物質的利益」であるのを理解するのである．事実, Conrad自身1923年３月７日付のErnst Bendz
への個:翰の中でこの点に言及し，
　　l will take the liberty to point out that NostroぷＱ has never been intended ｆｏｒ‘the hero
　of the Tale of the Seaboard. Silver is the pivot of the moral and material events, af-
　fecting the lives of everybody in the tale. That this was my deliberate purpose there can
　be no doubt. I struck the first note of my intention in the りnusual form which l gave to
　the title of the First Part, by calling it“The Silver 0f the∧Mine”, and by telling the
　story of　the enchanted treasure on　Azuera, which, strictly　speaking, has　nothing to do
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●with the rest of the ｎｏｖｅレThe word “silver” occurs almost at the very beginning of the
　story proper, and　l took care to　introduce it in　the very last paragraph, which　would,
　perhaps, have been better without the phrase which contains that keｙｗｏｒd.（7〉
　つまりConradが，この物語の主役として意図したものは題名のNostromoではなく，すべての
登場人物達の迎命を狂わしてしまう魔力を持つ「銀」であり,｀その「銀」の象徴する「物質的利
益」なのだ．更に端的にいえば，すべての人々を否応なくぞの巨大な歯車の中に巻き込む非情なメ
カニズム「資本主義」ともいえよう．ここで我々は，“An Anarchist”（1908）の中で描かれている
巨大なB. O. S.精肉会社の広告のさし絵を思い出さずにはいられない．「コバルト・ブルーの空を
背景に，濃緑色の草の中でのたうつ一匹の黄色い蛇を踏みつけている巨大な怒り狂った牡牛」こそ
「物質的利益」の真の姿なのだと．　　　　　　　　　　’
　最初Charles Gouldは，「物質的利益」の発展を通して共和国に秩序と繁栄とをもたらすことが
自己の役目だと定義したか，当の鉱山は内乱鎮圧後も彼の理想主義を嘲笑するかのように膨脹し続
け，「数年前の野蛮，残忍，圧制にとって替った」のみで，遂には「民衆の憤怒と流血と復舒とを
呼び起しそうな気配」さえ感じられるようになるのだ. Conradが“Nostromo”の巻頭言として掲
哉したShakespeareの“So foul a sky clears not without ａ storm”という文句は，そうした
　「物質的利益」の恐ろしい魔性を彼が既に洞察していたことを物語るかのようだ．この巻頭言は，
一応Sulacoに資本主義的な秩序を確立した革命の嵐に言及しているのみならず，新しい平和の中
で遥かな水平線上に積み重なっているどす黒い雷積雲の暗示する，来たるべき不吉な嵐をも指摘し
ているかのようだ．
　私は今迄. Costaguanaを独裁的に支配するようになった「物質的利益」の「破壊的要素」にの
み論点を集中してきたが，当時共和国にその触手を伸し始めていた外国資本の存在についても多少
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触れておかねばならぬ．外国資本を代表する最大の人物は，当時Sulacoから共和国の首都まで鉄
道敷設を受け持っていた英国鉄道会社の会長Sir John である．彼はSulacoで催された起工式の
席上で，自己の抱負をMrs. Gouldに誇示して，
　　“We can't give you your ecclesiastical court back again ； but you shall have more
　steamers･ａ railway, a telegraph-cable - a future in the great world which　is worth
　infinitely more than any amount of ecclesiastical past. You shall be brought in touch with
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　φsomething greater than two viceroyalties. ”（8）
しかしSir Johnの理想主義もCharles Gouldの場合と同様，共和国の民衆には何の恩恵も与え
ぬうちに逆にMontero兄弟に革命の絶好の導火線を与えることになるのだ．またCharles Gould
の援助者である米国の一大財閥Holroydのキリスト教的精神にしても，唯単に自己の物質的欲望
を欺くための仮面にしか過ぎないことを知るのである．かくして我々は, Sir John が共和国に与え
る鉄道にしろ電信にしろ，またHolroydがGould Concession に与える物質的援助にしろ，本質
的には銀鉱と同じく「物質的利益」の象徴であることを悟るのだ.
　NostromoとDecoudとの所属する世界は異次元のものであったにしろ，両者共「物質的利益」
の犠牲者である点では同様であった．臨終に際してNostromoがMrs. Gouldに述べる言葉には，
「銀」に対する火を吐くような痛烈な批判と憎悪とが溢れている.　　　　　　　　　　　　　.
　　“l die betrayed一一betrayed bｙ一丿ト
　…………“The silver has killed me. It has held me. It holds me yｅtﾊﾟ’………“Ｎｏstrｏｍｏ!”
　Mrs. Gould whispered, bending very low. “I, toO) have hated the idea of that silver
　from the bottom of my heart.”“Marvellous ！ that one of you should hate the wealth
　that you know so well how to take from the hands of the poor. The world rests upon
　the poor, as old Giorgio says. You have been ａ】ways good to the poor. But there is
　something accursed in wealthパ（9）
これらの言葉には，「銀」に対するＮｏstｒｏｍｏの憤怒と憎悪のみならずもっと深い含蓄が潜んでい
るように思われる．つまり，長い間徒らに「物質的利益」の走狗となって，唯虚名を博するために
のみ奔走してきたＮｏstｒｏｍｏの開眼の言葉なのだ．今迄「虚栄」と「名声」とを人生に於ける最
大の価値として追求してきた　Capataz de Cargadores （荷役頭）から，「そのより大いなる発展の
ためには，無数の人命を揉順するなどまったく意に介せぬ」冷酷無情な「資本主義」の姿を直視す
る新しいGian' Battista の誕生を告げる言葉なのだ．
　端的にいって，“Ｎｏstｒｏｍｏ”のテーマは「物質的利益」の非情極りない発展と，その「破壊的要
素」が惹起する人間精神の腐敗現象の追求といえよう．更にいえば, Robert Pen Warren も指摘
している如く，「資本主義」の鋭い分析と容赦のない暴露なのだ. Conradがこ･の作品を完成した直
後，「革命」研究の作品ともいうべぎThe Secret Agent” （1907）及び“Under Western Eyes”
(191Dを世に出していることから見ても，この主張は充分な説得力を持っている．前者が「資本
主義」の分析と暴露の作品であるのに対して，後者は「革命」の分析と暴露の物語ともいえるもの｀
だ. ConradぱＮｏstｒｏｍｏ”に於いて「物質的利益」に痛烈な批判の眼を向けたが，今度ぱUnder
Western Eyes” の中で「革命」の正体を庫しく分析し，
　　Ａ violent revolution falls into the hands of the narrow-minded fanatics and of tyrannical
　hypocrites at first. Afterwards comes the turn of all the pretentious intellectual failures,
　0f the time. Such are the chiefs and the leaders. You will notice that l have left out the
　mere rogues.　The scrupulous and the just, the noble, humane, and devoted natures ； the
　unselfish and　the intelligent may begin a movement - but it passes away from them.
　They are not the leaders of a revolution. They are its victims : the victims･ of disgust, of
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　disenchantment often of remorse.　Hopes grotesquely betrayed, idea】s caricatured -
　that is the definition of revolutionary success. There have been in every revolution hearts
　broken by such sｕｃｃｅｓsｅs.（lo）
　「革命」の世界でも「物質的利益」の世界と同様に,’「希望はグロテスダに’も裏切られ，理想は戯
画化され，そこには利己主義や虚栄や幻滅が渦巻いている」ことを) Conradは余すところなく我
々に教えてくれるのだ．例えば老言語学教師が「革命」に対する自已め幻滅観を述べた直後に，
Miss Haldin はいう．『飢えた人が一片のパンを奪い取るように，私は誰の手からであろうと自
由を奪い取るでしょう．真の発展は，その後に始まるに違いありません.』C")と．彼女のこの言葉
は，かってCharles Gouldが「一旦「物質的利益」に堅固な足場を与えなさい．そうすればよりよ
い正義はその後に到来するだろう．それが我々の希望の光だ」といった言葉を我々に連想させるの
だ．両者共「革命」や「物質的利益」の彼方に夫々「莫の発展」や「･よりよい正義」の曙光を熱望
する余り，「革命」や「物質的利益」の特質である「破壊的要素」の危険にまったく気付いていな
いという点て，同じカテゴリイに所属するオポチュらストなのだ．更にまた，自己の意志とは関係
なく「革命」の泥沼に引きずり込まれた学問と秩序とを愛する穏健な大学生Razumovの悲劇は，
　「物質的利益」の犠牲者であるNostromoの悲惨な生涯と鮮やかなパラレルを示しているのに我
々は注目するのだ．
　このように見てくると，その対象が「資本主義」であれ「社会主義革命」であれ. Conradの眼
は「政治という個人の意志を凌駕した巨大なメカニズム」の分析と批判に向けられているといえる
だろう．
　然らば，このような政治機構に対するConradの批評眼は一体ｲ可を意味するものであるかを知る
た,めに，再度“Ｎｏstrｏｍｏ”に眼を転じる必要がある．その秘密の一端は, Conrad自身が“Nostromo”
に付与した「作家のノート」の中に発見出来ると息う．その中でConradは，知的懐疑家のDecoud
が熱烈に愛したAntonia Avellanos は，彼の初恋の少女をモデルにしていると明言しているのだ.
　　If anything could induce me to revisit Sulaco it would be Antonia. And the true reason
　for that why not be frank about it ？一一the true reason is that l have modelled her
　on my first loｖｅ.（12）
その美しいポーランドの少女は，非妥協的な愛国者であり，しばしば若き日のConradの軽率さを
容赦なく批判したが，彼がフランスに出I発する惜別の朝生涯忘れ去ることの出来ない程感動的な握
手をしてくれたことをConradは付記している. Conradの心を終生掴んでいたポーランド娘の映
像は，そのまま“Nostromo”のAntoniaの姿を我々に連想させる．白哲の額と褐色の髪と碧眼を
持つ自尊心の強いAntoniaもまた，ポーランド’娘に劣らぬ熱烈な愛国者であり，しばしば現実主
義者であるDecoudの不莫面目な態度を莫摯にたしなめたのを思い出す．その上，祖国の運命に冷
笑的な視線を投げつつパリで怠惰な生活を送っていたDecoudの姿は，「人生を道楽視している不
真而目な男」（a dilettante in life)であったマルセーユ時代のConradの人間像と完全に一致す
るのだ．かくしてDecoudとAntoniaの関係は，とりも直さずConradとポーランド娘との関係
に外ならぬという第１の図式を我々ははっきり知るのである．
　第２の秘密は，かってCostaguanaの野蛮な独裁者として猛威を振るったGuzman Bento の像
に発見される．彼は残忍且冷酷な政治で民衆に圧制を強要した．「最高政府」に対する彼の信仰と
崇拝とは，恰もそれが一種の残虐な神でもあるかのように，精神的のみならず肉体的にも完全に具
現化されていた．一方，彼の政敵である「連邦主義者」達にとってGuzman Bentoは，恰も異端
審問者に対する異教徒の如く憎悪と恐怖の的であったi　この恐るべき独裁者の映像に酷似している
人物を，我々ぱUnder Western Eyes” の巾に見出すことが出来る．それは帝制ロシアの顛覆を
計画している秘密結社の大立物だ．彼はジュネーブに亡命している革命主義者達の指導者である
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が，その著作に於いては著しく民主的で理想主義的であるにも抱らず，現実には手に負えぬ程専制
的でエゴイステックな人物である. Guzman Bentoにしろ革命指導者にしろ，何故Conradは不必
要とも思える程誇張し，戯画化し，憎悪をもって描いたのであろうか．この謎を解く鍵は，ポーラ
ンドの歴史にあるように思われる．急進的な独立運動に参加した廉で. Conradの父は一家と共に
シベリアに流刑に処せられ，その困苦が原因で８才にして母を，12才にして父を奪われたConrad
が，祖国の支配者である帝制ロシアに対して終生抱き続けた憎悪と憤怒と恐怖から判断すれば，こ
の謎も容易に理解出来るように思われる．つまり　Conradは両者の人物像を通して，ポーランド
の長年に亘る圧制者である「ロシア人」というものの姿を描こうとしたのだ．結論的にいえば，
Guzman Bento は例え南半球の住人であるとしても. Conradは明らかに「ロシア人」の映像を描
いているのだ，ここに我々は第２の図式を見るのだ／
　第３の秘密は, Antoniaの父である　Don Jos6 Avellanos にある．「古代ローマ人のように雄
弁で聴明で熱烈な愛国者」である彼は, Guzman Ben to の恐ろしい迫害の時代を，恰も「生命の灯
を消すことなく人体はどれ位飢餓と苦獅と肉体的拷問とに耐え得るかを唯証明するため」かめよう
に生きのびた. Gustav Morfの指摘を待つ迄もなく, Don Jos6 Avellanos の人物像は弁舌の才に
富んだ熱血漢で熱心な愛国者であったConradの父Apollo Korzeniowski　をモデルとしたもの
だ．しかもConradの父が帝制ロシアの支配に"Slow♂という新聞を発行して抵抗したように，
Don Jos6 Avellanos も独裁者に対抗しでEl Porvenir”紙を創刊して情宣活動に乗出すのだ．こ
のように見てくると, DecoudとConradとのパラレルを示す第１の図式から判断しても, Decoud
の恋人の父であるDon Jose Avellanos とConradの父であるApollo Korzeniowski との関係に，
第３の図式を想定することは困難なことではない．
　第４の秘密は，“Nostromo”の舞台であるSulacoに発見出来る. Sulacoは物質的発展によって
将来の繁栄を約束された国であり，共和国中で欧米資本家達の興味の集まる唯一の州であった．そ
の結果皮肉にも, Sulacoは「いつも外国資本家達によって「開発される」迎命にあった．（敢えて
Decoudは「強奪される」運命にあったとはいわなかったが.）一方> Conradの祖国ポーランドは，
第一次大戦後独立国として認められる迄は多年ドイツ，オーストリア及び帝制ロシアのために三方
から圧迫され続け，遂には国土全部を分割統合されて亡国の運命にさらされた．特に分割後Galicia
の首都となり，ポーランド愛国者のレジスタンス運動の拠点となったCracowの町は，かつてポー
ランドの最も重要な町であったのみならず歴史的にも由緒の深い町であった．つまりSulacoの史
的，政治的背景は殆んど完全にポーランド，殊にCracowのそれと一致しているのだ．ここに我々
の求める第４の図式かおる．
　以上の図式から判断して，“Nostrom♂　はJohn Galsworthyが述べているように, 1876年に
Conradが訪問した中米のVenezuelaの印象から生まれたものではなく，彼が寮多き少年時代を
過した，ポーランドに基礎を置くものといえよう.“Nostrom♂を執筆中に　ConradがR. B.
Cunninghame Grahamに書き送った1903年７月８日付の手紙の中で．
　　l am dying over that cursed“Ｎｏstrｏｍｏ”thing.　All my　memories of Central America
　seem to slip away.　l just had a glimpse t｀゛enty-fiveyears ago a short glance. That
is not enough batir un roman dessus. And yet one must liｖｅ.（13J
と述べているにも抱らず，この作品に登場する多くの人物が，余りにポーランド時代にConradと
知遇であった人々の明白な特質を備えており，（14）その上中米特有の革命や貪慾な外国資本の進出
までが，ポーランドのほかれていた史的政治的窮境を暗示しているのだ．換言すれば“Ｎｏstｒｏｍｏ”
は1 Conradのすべての抑圧されたポーランドの回想と感情と熱望と憤怒とが，たまたま古本屋で
見つけた一水夫の自叙伝を素材に自由な辺りを見せたというべきであろう．ある意味でぱNos-
trorh♂こそ，「国籍喪失者」であり「祖国脱走者」であるConradの意図した「償い」であり，
68 Joseph Conrad の　政　治　観　　．，　　　　（玉木）
革命家と外国資本家とに対する抵抗と分析と弾劾の作品であった．
　　（注）
①　ConradはNostromoをイタリヤ人にした理由を“Author's Note”の中で，次のように説明している.
　　l did not hesitate to make that central figure an Ｊ［talian.First of all the thing is perfectly credible :
　Italians were swarn!ing into the Occidental Province at the time, as anybody who will read further
　can see ； and secondly, there was no one who could stand so well by the side of Giorgio Viola
　the Garibaldino, the Idealist of the old, humanitarian revolutions. For myself l needed there ａ man
　of the People as free as possible from his class-conventions and all settled modes of thinking. This
　is not ａ side snarl at conventions.　My reasons were not moral but artistic. Had he been an Anglo-
　Saxon he would have tried to get into local politics. But Nostromo does not aspire to be ａ leader
　in i personal game. He does not want to raise himself above the mass. He is content to feel
　himself a power - within the People.〔Nostromo (J. M. Dent & Sons Ltd. , 1957) pp. xxi～χχii〕
③　Ibid., pp. 214～215
④　Ibid. , p. 84
④　Ibid. , p. 511
⑤　Ibid., p. 522
⑥　Ibid., p. 501
⑦　Douglas Hewitt: Conrad A Reassessment CBovves & Bowes, 1952) p. 54
⑧　Nostromo op. cit., p. 36
⑨　Ibid., pp. 559～560
⑩Under Western Eyes (I. M. Dent & Sons LI::d., 1948) pp. 134～135
⑥　!bid., p. 135
⑩　Nostromo op. Clt., pp. xxlll'-xxlv
R Edited, with an Introduction by Ｒ. W. Stallman : The Art of Joseph Conrad - Ａ Critical
　Symposium (Michigan State Univ., 1960) p. 198
⑨　しかしNostromoのモデルに関しては,“Author's Note” の中でConradは次のように述べている.
　　But mainly Nostromo is what he is because l received the inspiration for him in my early days
　from ａ Mediterranean sailor. Those who have read certain pages of mine will see at once what ｌ
　mean when l say that Dominic, the padrone of the Tremolinoj might under given circumstances
　have been ａ Nostromo. At any rate Dominic would have 一一understood the younger man perfectly
　 if scornfully. He and ｌ were　engaged together in ａ rather absurd adventure, but‘ the
　absurdity does not matter. It is ａ real satisfaction to think that in my very young clays there must,
　after ａ】1) have been something in me worthy to command　that man's　half-bitter fidelity) his
　half-ironic devotion. Many of Nostrom's speeches l have heard first in Dominic's voice.〔Nostromo
　op. Clt., p. XKU〕
(昭和37年９月24日受理)
